「謎を解いた人間は、1000年ぶりだ。さあ、ピラミッドへ入るがいい」
その言葉が終わるか終わらないかうちに、ギギギギ～と重苦しい音をたてて、ピラミッド
の入り口が開いた。
「さすがはジェフ、物事への考えかたが、実に理論的だ。俺らとは頭の作りが違うのか」
「プーったら、ジェフはね、天才アンドーナッツ博士の1人息子なのよ。こんな謎、おちゃ
のこさいさいなのよ!」
ぼくらは、口々にジェフを誉めたたえ、ピラミッドの中へと入っていった。
「でも、これからは、みんなの攻撃力が大事になるんだ。慎重にいこう」
ジェフが、照れたようにぼくらを見る。
556
まずぼくが、ゴージャスなバットを、力いっぱい振るった。次いでポーラが、スカラビの
街で買ったばかりの素敵なフライパンを振りまわす。石像の元締めは頭にきたらしく堅い拳
を繰り出してきたが、こんなもの、致命傷にはほど遠い(HPマイナス3)。
ジェフ!ぼくは大丈夫だ。強烈なヤツを頼むぞっ!」
ばくはジェフに、攻撃命令を出した。
●ペンシルロケット5があれば…37O●なければ66
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